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全国ひずみ傾斜データの流通一元化と公開
Crustal deformation data is available via WWW server in real-time
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全国の各機関により運用されているひずみ計や傾斜計をはじめとした地殻変動連続観測関係データのリアルタイム全
国流通一元化がなされ，研究者へのデータ公開がこの 3月より開始されたので報告する．以下のホームページでデータ
の閲覧やダウンロードが可能となっておりアクセスして頂きたい．なお，利用にはユーザー登録が必要であるが，これ
も以下のページより申し込みが可能である．多くの方々に積極的に利用をして頂くとともに，より良いシステムにする
ためのご意見を頂きたい．

http://crust-db.sci.hokudai.ac.jp/db/login.php
　ひずみ計は数 Hzから DC帯域までフラットな応答特性のため地震計のように計器特性の補正を行う必要なく，長期

にわたる地殻変動から地震動の帯域までを同じセンサーで観測可能である．観測値は物理値そのものであるため，データ
を前処理なしにそのまま利用可能でありリアルタイム性に優れている．降水や気圧の変化による地殻応答までも記録す
る高感度のセンサーであるとともに，機械的振り切れがなく，地震の場合には強震動帯域から津波地震のようなゆっく
りとした変動も同じセンサーで観測可能である．このように，ひずみ計は地震動や地殻変動の観測において優れた計器
特性を持っているにも関わらず，地震学をはじめとする地球科学分野や，地震津波防災分野において，そのデータを用
いた研究や監視が充分に行われてきたとは言い難い．その理由として，データが統一的に流通されておらず，一般ユー
ザーがそれを利用することが困難だったことが挙げられる．
　我々は，全国の地殻変動連続観測を実施している機関に呼びかけ「地震および火山噴火予知のための観測研究計画」

の予算によりデータのリアルタイム流通と一元化を行うスキームを実現した．観測点で取得されたデータは各機関のデー
タセンターへ伝送された後，リアルタイム全国地震観測波形データ交換システム（JDXnet）（鷹野ほか，2005）を通じて
全国の関係機関へ winパケット（卜部，1992）の形で流通している．この JDXnetへ接続している機関では，チャンネル
テーブル情報により全国のデータパケットをリアルタイムで受信することが可能である．
　流通しているデータを一元的に収集するとともに，利用者に対してデータの提供や簡易解析などの便宜をはかるた

めに，地殻変動データベースソフトウエアを独自に開発した（山口ほか，2010）．このソフトウエアは，Webベースで
サーバーにアクセスする方式のため，ネット環境さえあれば世界中どこからでも利用可能である．このデータベースに
は，利用者がデータを閲覧しつつ簡易解析やデータダウンロードまでを行えるよう以下のような機能が実装されている．
基本となる描画機能であるが，地殻変動連続観測データは地震波形と違い，非常に長期の変動を俯瞰する必要がある．こ
のため，データ収録時に元サンプリングデータのほかに 1分や 1時間といった長時間平均データをリサンプリングによ
り作成しておき，数分のウインドウには 100Hzデータを，数年のような長期のデータには 1時間サンプリングデータを
利用するなどして最適化を図っている．また，地殻変動連続観測データによく見られる「とび」やドリフトを補正する
機能や，任意のパラメータでフィルタリングできる機能，潮汐解析（Tamura et al., 1991），スペクトル，主ひずみ解析，
動的ひずみ解析（大久保，2005）などの機能も実装されている．
　このシステムは winフォーマットのデータになっていればあらゆる時系列データの収録が可能である．現在は水位・

気圧・重力などのデータも同じプラットホーム上で収録されている．また，地震波形のデータも収録可能であり，地震
波形の振幅の積算値や絶対値を表示する機能も付加されていて火山性微動の消長をモニターすることに活用されている．
　データの利用の条件は大学の地震波形データ利用の規約とほぼ同じであり，個人的にデータの閲覧をしたり，ダウン

ロードして試験解析を行うには許可は必要としない．しかし，学会や論文発表などを行う場合には，事前に観測を行っ
ている機関への申請と協議が必要である．
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